
中
国
文
学
は
文
字
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
前
か
ら
既
に
存
在
し
て
お
り
、
中
国
文
学
の
研
究
も
ま
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
だ
が
、
新
し

く
興
っ
た
学
術
分
野
と
し
て
の
中
国
文
学
研
究
の
発
展
は
二

0
世
紀
初
頭
よ
り
始
ま
る
。
新
世
代
の
中
国
文
学
研
究
家
は
西
洋
の
近
代
文

化
思
想
を
吸
収
し
、
斬
新
な
理
念
と
視
点
を
用
い
て
中
国
文
学
を
仔
細
に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
中
国
古
典
文
学
研
究
の
各
方
面
で
大
変

す
ば
ら
し
い
貢
献
を
し
た
。
中
国
で
は
、
王
国
維
、
魯
迅
、
胡
適
、
陳
寅
格
等
、

野
直
喜
、
鈴
木
虎
雄
、
塩
谷
温
、
青
木
正
兒
、
吉
川
幸
次
郎
等
の
大
家
が
優
れ
た
貢
献
を
し
た
。
文
学
研
究
文
献
の
収
集
整
理
作
業
も
中

国
文
学
研
究
の
発
展
と
共
に
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。
そ
の
状
況
は
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

内
容
か
ら
い
う
と
、
研
究
文
献
目
録
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
五

る
総
合
文
献
目
録
と
は
人
文
、
社
会
科
学
の
各
分
野
の
研
究
文
献
を
収
録
し
て
い
る
文
献
目
録
で
あ
り
、
中
に
は
自
然
科
学
の
各
分
野
の

研
究
文
献
さ
え
収
め
て
い
る
文
献
目
録
も
あ
る
。
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
研
究
文
献
は
目
録
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

―
つ
は
関
連
す
る
総
合
文
献
目
録
で
あ
る
。
関
連
す

一
代
の
文
学
研
究
の
大
家
が
現
れ
た
。
日
本
で
は
、
狩

西銭

) I I 

芳振

樹
（
訳
） 民

一
十
世
紀
以
来
の
中
国
文
学
研
究
文
献
目
録
の
主
要
な
成
果



重
複
を
避
け
る
た
め
、
以
下
で
説
明
す
る
。

だ
電
子
テ
キ
ス
ト
版
の
み
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

る
。
例
え
ば
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
、
『
雑
誌
記
事
索
引
』
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
の
「
学
会
展
望
」
、
『
全
国
報
刊
索
引
数
檬
庫
』
、
『
復
印

報
刊
資
料
索
引
数
檬
庫
』
な
ど
が
あ
る
。
二
っ
目
は
専
門
文
献
目
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
、
或
い
は
中
国
古

典
文
学
を
中
心
と
し
た
研
究
文
献
を
専
門
に
収
録
し
て
い
る
文
献
目
録
で
あ
る
。
例
え
ば
『
中
国
古
典
文
学
研
究
論
文
索
引
』
、
『
中
国
文

学
研
究
文
献
要
覧
（
戦
後
編
）
』
、
『
中
国
文
学
論
著
集
目
』
、
『
日
本
国
内
詞
学
文
献
目
録
』
、
『
詞
学
論
著
総
目
』
、
『
日
本
清
末
小
説
研
究

録
は
、
ほ
と
ん
ど
が
紙
媒
体
の
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
電
子
媒
体
の
も
の
で
あ
る
。

の
発
達
に
と
も
な
い
、
各
種
の
書
籍
・
刊
行
物
の
電
子
媒
体
が
猛
烈
な
勢
い
で
発
展
し
た
。
文
献
目
録
も
こ
の
流
れ
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
中
国
古
典
文
学
と
中
国
古
典
文
学
に
関
連
す
る
研
究
文
献
目
録
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
『
日
本
国
内
詞
学
文
献
目
録
』
、
『
復
印
報
刊
資
料
索
引
数
捩
庫
』
な
ど
で
あ
る
。
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
文
献
目
録
に
は
、
紙
媒
体
と

電
子
媒
体
の
両
方
で
公
開
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
と
電
子
媒
体
の
も
の
の
み
を
公
開
し
、
紙
媒
体
の
も
の
は
作
ら
な
い
文
献

も
の
を
出
版
し
、

一
方
で
は
電
子
媒
体

C
H
I
N
A
3

の
も
の
を
公
開
し
て
い
る
。
後
者
は
、
例
え
ば
『
雑
誌
記
事
索
引
』
で
、
近
年
は
た

目
録
も
あ
る
。
前
者
は
例
え
ば
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
で
あ
る
。

形
式
か
ら
も
ま
た
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
献
目
録
』
な
ど
が
あ
る
。

一
九
八
七
年
よ
り
、

一
方
で
は
従
来
ど
お
り
、
毎
年
一
冊
、
紙
媒
体
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

―
つ
は
伝
統
的
な
紙
媒
体
の
も
の
で
あ
る
。
先
程
挙
げ
た
多
く
の
文
献
目

五
六



称
し
、

一
九
六
一
年
、

『
東
洋
学
文
献
類
目
』
は
、

一
、
関
連
す
る
総
合
文
献
目
録

関
連
す
る
総
合
文
献
目
録
の
内
、
規
模
が
大
き
く
、
影
響
力
が
強
い
も
の
と
し
て
は
以
下
の
数
種
が
あ
る
。

一
、
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
[
-
九
三
四
年
以
降
]

文
献
セ
ン
タ
ー

五
七

一
九
三
四
年
か
ら
一
九
六

0
年
は
『
東
洋
史
研
究
文
献
類
目
』
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
纂
）
と

一
九
六
二
年
に
は
名
称
を
改
め
『
東
洋
学
研
究
文
献
類
目
』
と
し
た
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
付
属
東
洋
学

（
一
九
九
八
年
に
「
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
を
改
め
る
）
編
纂
。
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
は
各
国
の
学
者
に

よ
る
「
東
洋
学
」
に
関
す
る
研
究
の
主
要
な
文
献
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
目
録
は
ほ
ぼ
毎
年
一
巻
が
編
集
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ

ぞ
れ
の
巻
は
「
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
文
」
、
「
欧
文
」
（
ロ
シ
ア
語
を
含
む
）
、
「
著
者
索
引
」
の
三
つ
の
大
き
な
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、

「
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
文
」
、
「
欧
文
」
は
そ
れ
ぞ
れ
更
に
論
文
と
著
作
に
分
か
れ
て
い
る
。
『
東
洋
学
文
献
目
録
』
の
項
目
は
「
歴
史
」
、

「
地
理
」
、
「
社
会
」
、
「
経
済
」
、
「
政
治
」
、
「
宗
教
」
、
「
法
制
」
、
「
学
術
思
想
（
附
教
育
）
」
、
「
科
学
」
、
「
文
学
」
、
「
芸
術
」
、
「
考
古
学
」
、

「
金
石
・
古
文
書
学
」
、
「
民
族
学
」
、
「
言
語
文
字
学
」
、
「
書
誌
学
」
、
「
雑
纂
（
附
革
命
文
物
）
」
、
「
学
会
消
息
」
な
ど
お
よ
そ
一
八
項
目

に
分
か
れ
て
お
り
、
各
項
目
は
更
に
細
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
文
学
」
の
項
目
に
は
中
国
古
典
文
学
、
現
代
文
学
に
関
す
る
研
究
の
論

著
目
録
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
細
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
通
論
」
、
「
騒
賦
」
、
「
詩
文
」
、
「
詞
」
、
「
曲
」
、
「
小
説
」
、
「
現
代
文

芸
」
（
「
通
論
」
、
「
作
家
」
、
「
小
説
」
、
「
詩
詞
」
、
「
戯
劇
」
、
「
映
画
」
、
「
雑
技
」
、
「
散
文
」
、
「
児
童
文
学
」
）
。
人
力
と
財
力
に
限
り
が
あ
る

た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
は
主
に
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
毎
年
収
め
ら
れ
る
図
書
、
雑
誌
に
基
づ
き
編
纂
さ



の
総
数
は
一
五
五
九
八
誌
に
も
な
る

刊
以
来
、
採
録
雑
誌
の
範
囲
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

『
雑
誌
記
事
索
引
』
は
日
本
国
内
外
で
出
版
さ
れ
た
日
本
語
の
学
術
雑
誌
と
、

論
文
を
収
録
し
て
お
り
、
内
容
は
人
文
社
会
科
学
、
自
然
科
学
な
ど
多
方
面
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
「
人
文
社
会
編
」

の
通
り
で
あ
る
。
「
政
治
」
、
「
行
政
」
、
「
法
律
」
、
「
司
法
」
、
「
経
済
」
、
「
経
営
」
、
「
産
業
」
、
「
社
会
」
、
「
労
働
」
、
「
教
育
」
、
「
運
動
」
、

「
歴
史
」
、
「
地
理
」
、
「
哲
学
」
、
「
心
理
学
」
、
「
宗
教
」
、
「
芸
術
」
、
「
芸
能
」
、
「
文
学
」
、
「
語
学
」
、
「
学
術
」
、
「
文
化
」
。
こ
の
索
引
は
創

と
、
採
録
雑
誌
は
九

0
0
0誌
余
り
に
達
し
た
。
二

0
0
四
年
に
な
る
と
、
採
録
雑
誌
は
約
一

0
0
0
0誌
に
な
る
。
採
録
さ
れ
た
雑
誌

（
そ
の
う
ち
、
採
用
さ
れ
続
け
て
い
る
も
の
は
九
六
七
三
誌
、
停
刊
に
な
っ
た
も
の
、
採
録
中
止
に

な
っ
た
も
の
は
五
九
二
五
誌
）
。
『
雑
誌
記
事
索
引
』
は
現
在
、

日
本
の
学
者
に
よ
る
中
国
古
典
文
学
研
究
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
最
も
完
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
『
雑
誌
記
事
索
引
』
[
-
九
四
八
年
以
降
。

わ
り
は
な
い
。

れ
る
。

そ
の
結
果
、
ど
う
し
て
も
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

一
九
八
五
年
を
例
に
と
れ
ば
、
「
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
文
」
の
部
分
に

は
、
日
本
語
の
雑
誌
三
九
八
誌
、
中
国
語
の
雑
誌
ニ
―
九
誌
、
朝
鮮
語
の
雑
誌
―
四
誌
、
論
集
―
四
種
を
収
め
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の

年
に
出
版
さ
れ
た
「
東
洋
学
」
に
関
す
る
三
言
語
の
雑
誌
は
少
な
く
と
も
数
千
種
類
は
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
論
文
集
も
一
四
種
類
に

止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
が
特
色
あ
る
文
献
目
録
で
あ
る
こ
と
に
変

一
九
八
五
年
以
降
は
電
子
ネ
ッ
ト
版
が
あ
る
]

日
本
国
立
国
会
図
書
館
編
纂
。

日
本
国
内
で
出
版
さ
れ
た
欧
文
雑
誌
上
に
発
表
さ
れ
た

の
項
目
は
以
下

一
九
九
六
年
以
降
は
採
録
雑
誌
数
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
二

0
0
0年
に
な
る

日
本
国
内
で
最
大
の
雑
誌
論
文
を
収
録
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

五
八



三
、
『
日
本
中
国
学
会
報
』
「
学
会
展
望
」

学
・
思
想
」
、

日
本
中
国
学
会
編
。

五
九

会
の
会
員
が
中
国
の
文
学
、
歴
史
、
哲
学
（
日
本
、
朝
鮮
の
伝
統
的
な
漢
学
も
含
む
）
に
つ
い
て
研
究
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
毎

号
、
後
に
―
つ
の
コ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
学
会
展
望
」
で
あ
る
。
こ
の
コ
ラ
ム
は
「
思
想
・
経
学
」
（
あ
る
い
は
「
経

一
九
八

0
年
度
、
第
三
十
三
集
か
ら
は
「
哲
学
」
に
改
め
ら
れ
た
）
、
「
文
学
」
、
「
語
学
」
の
三
項
目
に
分
か
れ
て
お
り
、

世
界
の
主
要
な
国
に
於
け
る
中
国
の
人
文
社
会
科
学
に
つ
い
て
の
現
状
と
成
果
を
総
括
し
て
い
る
。
第
一
集
か
ら
第
八
集
の
「
学
会
展
望
」

で
は
、
各
項
目
は
学
術
権
威
、
も
し
く
は
有
名
大
学
の
中
国
文
学
研
究
学
科
が
総
括
の
文
章
を
執
筆
し
て
い
た
。

集
の
「
学
会
展
望
」
よ
り
、
総
括
の
文
章
以
外
に
も
、
各
国
の
各
分
野
に
関
す
る
研
究
文
献
を
論
文
•
著
作
と
も
に
収
録
し
始
め
た
。

「
文
学
」
の
項
目
の
体
裁
は
「
日
本
文
」
、
「
中
国
文
」
、
「
朝
鮮
文
」
、
「
欧
文
」
の
四
部
分
よ
り
な
る
。
各
項
目
の
文
献
目
録
の
収
集
、
整

理
及
び
、
総
括
執
筆
の
作
業
は
主
に
―
つ
の
大
学
の
中
国
文
学
研
究
学
科
が
担
当
し
て
い
る
。
資
料
収
集
面
な
ど
の
困
難
か
ら
、
各
集
の

「
学
会
展
望
」
（
こ
こ
で
は
「
文
学
」
の
項
目
に
限
り
述
べ
る
）
が
収
め
て
い
る
論
著
目
録
は
あ
る
も
の
は
欧
文
部
分
が
欠
け
、
あ
る
も

の
は
朝
鮮
文
が
欠
け
て
お
り
、
後
の
も
の
に
な
る
と
、
た
だ
あ
っ
さ
り
と
日
本
国
内
で
出
版
、
発
表
さ
れ
た
著
作
と
論
文
だ
け
が
収
め
ら

ー
東
洋
文
学
・
語
学
篇
ー
』
京
都
大
学
文
学
部
吉
川
幸
次
郎
、
倉
石
武
四
郎
等

本
書
は
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
か
ら
一
九
五
三
年
一

0
月
三
一
日
の
間
に
日
本
で
発
表
さ
れ
た
中
国
文
学
、
言
語
学
を
中
心
と
し
た

編
著
。

一
九
五
四
年
、

日
本
学
術
会
議
刊
。

四
、
『
文
学
・
哲
学
・
史
学
・
文
献
目
録

I
m
I

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
日
本
中
国
学
会
報
』
は
日
本
中
国
学
会
の
会
報
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
度
、
第
九

一
九
四
九
年
以
来
、
毎
年
一
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
主
に
日
本
中
国
学



東
洋
学
に
関
す
る
研
究
文
献
を
収
録
し
て
い
る
。

そ
の
「
中
国
文
学
」
の
部
に
は
一
三
項
目
が
施
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
総
説
」
、

「
先
秦
文
学
」
、
「
漢
代
文
学
」
、
「
三
国
六
朝
文
学
」
、
「
唐
代
文
学
」
、
「
宋
代
文
学
」
、
「
金
元
文
学
」
、
「
明
代
文
学
」
、
「
清
代
文
学
」
、
「
現

代
文
学
」
、
「
比
較
文
学
」
、
「
日
本
漢
文
学
」
、
「
学
会
展
望
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
更
に
い
く
つ
か
の
細
目
に
分
か
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、
「
総
説
」
の
下
に
は
―
一
の
細
目
が
あ
る
。
即
ち
、
「
文
学
史
」
、
「
通
論
」
、
「
詩
論
」
、
「
散
文
論
」
、
「
小
説
論
」
、
「
童
話
」
、
「
民

謡
」
、
「
諺
」
、
「
方
言
文
学
」
、
「
雑
戯
」
、
「
文
学
教
育
」
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
元
の
名
を
『
中
文
社
科
報
刊
篇
名
数
檬
庫
』

(
C
D
版
）
と
い
い
、

し
、
上
海
図
書
館
が
請
け
負
っ
た
巨
大
科
学
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
『
全
国
報
刊
索
引
数
掠
庫
』
は
紙
媒
体
の
『
全
国
報
刊
索
引
』

を
基
に
し
て
い
る
。
但
し
、
定
期
刊
行
物
の
収
録
範
囲
は
紙
媒
体
の
も
の
に
比
べ
て
、

前
を
『
全
国
報
刊
索
引
数
檬
庫
・
社
科
版
』
に
改
め
、
同
時
に
『
全
国
報
刊
索
引
数
掠
庫
・
科
技
版
』
を
公
開
し
て
い
る
。
二

0
0
二
年

に
は
ウ
ェ
ブ
版
を
公
開
し
て
い
る
。
『
全
国
報
刊
索
引
数
捩
庫
』
は
定
期
刊
行
物
約
八

0
0
0種
類
、
新
聞
二

0
0誌
余
り
を
収
録
し
て

お
り
、
中
国
大
陸
の
郵
便
、
非
郵
便
の
刊
行
物
を
基
本
的
網
羅
し
て
い
る
。
内
容
は
哲
学
、
社
会
科
学
、
政
治
、
軍
事
、
経
済
、
文
化
、

科
学
、
教
育
、
体
育
、
言
語
文
字
、
文
学
、
芸
術
、
歴
史
、
地
理
な
ど
の
各
分
野
に
亘
っ
て
い
る
。
各
項
目
は
主
要
な
刊
行
物
を
全
て
採

録
し
、
主
要
で
な
い
も
の
は
選
択
し
て
収
録
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
デ
ー
タ
は
一
九
五
七
年
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
を
収
め
、
累
積

デ
ー
タ
量
は
八

0
0万
項
目
余
り
も
あ
る
。
更
に
、
毎
年
ほ
ぽ
五

0
万
項
目
追
加
さ
れ
る
。
『
全
国
報
刊
索
引
数
捩
庫
』
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
中
国
大
陸
の
超
大
型
論
文
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
―
つ
で
あ
り
、

五
、
『
全
国
報
刊
索
引
数
檬
庫
』
[
-
九
五
七
年
以
降
]

一
九
五
七
年
以
降
に
中
国
大
陸
の
学
者
が
中
国
古
典
文
学
に
つ
い

よ
り
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
二

0
0
0年
以
降
、
名

一
九
九
三
年
、
中
国
国
家
文
化
部
が
立
案

六
〇



こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
一
九
七
八
年
以
降
に
中
国
大
陸
の
主
要
な
刊
行
物
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
目
録
で
あ
り
、
三
九
七
万
余
り
の
項

目
が
あ
る
。
『
復
印
報
刊
資
料
』
シ
リ
ー
ズ
が
毎
年
転
載
し
た
論
文
の
目
録
と
、
ま
だ
転
載
し
て
い
な
い
論
題
を
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
」
、
「
哲
学
」
、
「
社
会
科
学
総
論
」
、
「
政
治
」
、
「
法
律
」
、
「
経
済
」
、
「
文
化
」
、
「
教
育
」
、
「
体
育
」
、
「
言
語
」
、
「
文
芸
」
、
「
歴
史
」
、

「
地
理
」
、
「
科
技
」
、
「
出
版
」
な
ど
百
余
り
の
専
門
テ
ー
マ
と
分
野
に
分
け
て
編
集
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
文
芸
」
類
の
「
J
2

国
古
代
、
近
代
文
学
研
究
」
は
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
論
文
の
目
録
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
現
在
、
中
国
大
陸
の
超

併
せ
て
、
「
『
復
印
報
刊
資
料
』
全
文
数
檬
庫
」
が
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
『
復
印
報
刊
資
料
』
シ
リ
ー
ズ

五
年
か
ら
現
在
ま
で
]

の
全
て
の
原
文
を
収
め
、

そ
の
内
、

は
人
文
科
学
と
社
会
科
学
の
分
野
に
関
す
る
中
国
大
陸
で
公
開
出
版
さ
れ
た
刊
行
物
を
網
羅
し
て
い
る
。

七
、
『
全
国
短
期
大
学
紀
要
論
文
索
引
』
[
-
九
五

0
年
以
降
]
図
書
館
科
学
会
編
集
。

日
本
全
国
の
国
立
、
公
立
、
私
立
の
短
期
大
学
は
数
が
非
常
に
多
く
、
し
か
も
、

論
文
集
な
ど
を
含
む
）
を
発
行
し
、
各
分
野
（
人
文
社
会
科
学
、
自
然
科
学
な
ど
）

『
全
国
短
期
大
学
紀
要
論
文
索
引
』
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

大
型
論
文
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
―
つ
で
あ
る
。

六
、
『
復
印
報
刊
資
料
索
引
数
檬
庫
』

[
C
D
版、

て
研
究
し
た
論
文
を
最
も
多
く
収
録
し
て
い
る
。

六

一
九
五

0
年
か
ら
一
九
七
九
年
ま
で
を
一
冊
（
他
に
別

い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
は
創
刊
年
度
ま
で
遡
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
情
報
源

そ
の
多
く
は
自
ら
の
研
究
紀
要
（
研
究
年
報
、
論
叢
、

の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
い
う
体
裁
を
と
る
。

一
九
七
八
年
以
降
]
中
国
人
民
大
学
書
報
資
料
中
心
編
制
。

[
―
九
九 中



冊
あ
り
）
、

集
、
分
量
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
中
国
古
典
文
学
に
関
す
る
研
究
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

風
響
社
。

一
九
九
七
年
出
版
。
本
書
は
明
治
元
年
(
-
八
七
九
年
）
か
ら
一
九
九
六
年
の
間
に
、

日
本
で
出
版
さ
れ
た
「
東
洋
」
文
史

哲
の
研
究
に
関
す
る
七

0
二
種
の
論
文
集
に
収
め
ら
れ
た
論
文
を
収
録
し
て
い
る
。
論
文
集
は
五
十
音
順
に
配
さ
れ
、
各
論
集
に
つ
い
て
、

始
め
に
編
者
、
出
版
元
、
出
版
時
期
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
。
続
い
て
、
論
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
が
掲
載
順
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
論
文
目
録
が
あ
り
、
当
該
論
文
が
論
文
集
の
何
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
を
明
記
し
て
い
る
。
中
国
文
学
研
究
に
関
す
る
論

文
集
と
し
て
は
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
、
『
小
尾
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
、
『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文

学
論
集
』
、
『
中
国
文
学
論
集
（
吉
川
幸
次
郎
編
）
』
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
は
個
人
論
集
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

専
門
文
献
目
録
は
非
常
に
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
規
模
と
影
曹
力
が
比
較
的
大
き
い
数
種
類
を
例
挙
す
る
に
止
め
る
。

一
、
『
中
国
古
典
文
学
研
究
論
文
索
引
』
二
九
四
九
年
ー
一
九
八
五
年
]
中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
図
書
資
料
室
編
。

中
華
書
局
が
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
八
年
に
か
け
て
出
版
。
五
冊
。
本
索
引
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
台
湾
を
除
く

る。

二
、
専
門
文
献
目
録

八
、
『
新
編
東
洋
学
論
集
内
容
総
覧
』
川
越
泰
博
、
荷
見
守
義
編
著
。

一
九
八

0
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
を
一
冊
に
ま
と
め
、

一
九
八
五
年
以
降
は
ほ
ぼ
毎
年
一
冊
を
編
集
出
版
し
て
い
る
。
毎

六



論
文
、
書
評
、
書
誌
、
記
事
な
ど
を
含
む
）
が
要
点
を
押
さ
え
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
覧
は
現
段
階
で
は
二

0
世
紀
の
日
本
の
研

究
者
に
よ
る
中
国
文
学
研
究
文
献
を
最
も
多
く
収
め
た
専
門
文
献
目
録
で
あ
る
。
そ
の
資
料
の
主
な
来
源
は
本
論
で
す
で
に
述
べ
て
き
た

日
本
で
発
行
さ
れ
た
関
連
す
る
総
合
文
献
目
録
、
例
え
ば
『
東
洋
学
文
献
類
目
』
、
『
雑
誌
記
事
索
引
』
な
ど
で
あ
る
。

三
、
『
中
国
文
学
論
著
集
目
』
[
-
九
―
二
年
＼
一
九
九

0
年
]
台
湾
国
立
編
訳
館
主
編
。
五
南
図
書
出
版
公
司
、

で
あ
り
、

田
芳
樹
編
集
。
「
二

0
世
紀
文
献
要
覧
大
系
」
叢
書
の
第
九
種
。

I, 

ノ‘
一
九
九
六
年
出
版
。

中
国
の
新
聞
、
雑
誌
と
大
学
、
専
門
学
校
の
学
報
、
集
刊
、
叢
刊
上
に
発
表
さ
れ
た
中
国
古
典
文
学
研
究
の
論
題
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、

作
家
と
関
係
の
あ
る
政
治
、
哲
学
に
関
す
る
論
文
、
資
料
の
題
も
若
干
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
全
体
と
し
て
「
概
論
」
と
「
作
家

作
品
研
究
」
の
二
つ
の
大
き
な
部
門
が
あ
る
。
「
概
論
」
の
下
に
は
「
文
学
遺
産
継
承
問
題
」
、
「
文
学
史
問
題
」
、
「
文
芸
理
論
批
評
問
題
」
、

「
詩
詞
曲
賦
」
、
「
散
文
」
、
「
小
説
」
、
「
戯
曲
」
な
ど
一

0
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
各
項
目
は
文
章
が
発
表
さ
れ
た
時
間
の
順
に
、
配

列
さ
れ
て
い
る
。
「
作
家
作
品
研
究
」
は
ま
ず
、
作
家
・
作
品
の
属
す
る
時
代
の
前
後
に
従
い
、
「
先
秦
」
、
「
両
漠
」
、
「
魏
晋
南
北
朝
」
な

ど
の
項
目
に
分
か
れ
、
各
々
の
作
家
・
作
品
は
更
に
、
ほ
ぼ
文
章
が
発
表
さ
れ
た
時
間
の
前
後
に
よ
っ
て
、
配
列
さ
れ
て
い
る
。

二
、
『
中
国
文
学
研
究
文
献
要
覧
（
戦
後
編
）
』
口
九
四
五
年
ー
―
九
七
七
年
]
石
川
梅
次
郎
監
修
、
吉
田
誠
夫
、
高
野
由
紀
夫
、
桜

著
者
名
の
索
引
を
含
む
）

一
九
七
九
年
一

0
月
出
版
。

こ
の
要
覧
は
三
部
よ
り
成
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
研
究
文
献
の
利
用
案
内
」
、
「
文
献
目
録
」
、
「
索
引
」
（
事
項
、
人
名
、
作
品
名
、
書
名
、

で
あ
る
。
更
に
収
録
雑
誌
名
の
一
覧
が
最
後
に
付
さ
れ
て
い
る
。
「
文
献
目
録
」
が
全
体
の
中
心
と
な
る
部
分

一
九
四
五
年
八
月
か
ら
一
九
七
七
年
―
二
月
の
間
に
日
本
で
発
表
さ
れ
た
中
国
の
古
典
文
学
、
現
代
文
学
の
研
究
文
献
（
著
作
、
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干 一
年
、
続
編
は
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九

0
年
）
、
中
国
、

資
料
、
計
―
―

―
二
二
三
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
文
献
資
料
は
様
々
な
分
野
の
論
文
、
専
門
書
を
包
括
す
る
。
例
え
ば
、

「
専
書
」
は
専
著
、
校
注
、
翻
訳
、
索
引
、
資
料
、
彙
編
な
ど
を
含
む
。
正
、
続
編
は
ど
ち
ら
も
王
朝
に
よ
り
七
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
「
通
代
」
、
「
先
秦
両
漢
」
、
「
魏
晋
南
北
朝
」
、
「
隋
唐
五
代
」
、
「
両
宋
」
、
「
遼
金
元
明
」
、
「
清
代
」

文
献
の
性
格
に
よ
り
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
通
論
」
、
「
詩
文
」
、
「
小
説
」
、
「
戯
曲
」
な
ど
で
あ
る
。
各
項
目

は
更
に
、
「
中
文
」
、
「
日
文
」
、
「
韓
文
」
、
「
西
文
」
の
四
部
に
分
か
れ
、
関
連
す
る
文
献
資
料
を
分
類
し
て
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今

ま
で
に
発
行
さ
れ
た
中
国
古
典
文
学
研
究
文
献
資
料
を
最
も
多
く
収
録
し
て
い
る
専
門
文
献
目
録
で
あ
る
。

四
、
『
詞
学
論
著
総
目
』
[
-
九
〇
一
年
＼
一
九
九
二
年
]
林
枚
儀
主
編
。
台
湾
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
獅
備
処
、

『
詞
学
論
著
総
目
』
は
一
九

0
一
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
間
に
、
中
国
、

ア
な
ど
の
各
地
で
出
版
さ
れ
た
詞
学
の
研
究
文
献
資
料
を
収
録
し
て
お
り
、
二
四
九
八
九
項
目
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
資
料
は
専
著
、
論

文
、
札
記
、
随
筆
、
翻
訳
、
序
跛
な
ど
の
様
々
な
分
野
の
著
作
と
文
章
を
含
ん
で
い
る
。
『
詞
学
論
著
総
目
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
献

は
内
容
に
よ
り
「
詞
学
総
論
」
、
「
詞
籍
」
、
「
詞
学
雑
著
」
、
「
詞
家
と
詞
作
」

の
下
に
は
「
総
述
」
、
「
特
質
」
、
「
起
源
」
、
「
流
変
」
な
ど
、
二

O
細
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
詞
学
理
論
に
関
す
る
文
献
資
料
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
「
詞
籍
」
に
は
「
叢
編
」
、
「
合
集
」
、
「
選
集
」
、
「
書
目
」
、
「
辞
典
」
、
「
詞
学
期
刊
」
、
「
論
文
集
」
な
ど
の
文
献
資
料
が
収
め

『
中
国
文
学
論
著
集
目
』
に
は
正
、
続
の
二
編
が
あ
り
、

日
本
、
韓
国
、
欧
米
の
学
者
が
発
表
し
た
中
国
古
典
文
学
関
係
の
研
究
文
献

日
本
、
韓
国
、

で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
は
文
体
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
欧
米
、

の
四
つ
の
大
き
な
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
詞
学
総
論
」

一
九
―
―
一
年
か
ら
一
九
九

0
年
ま
で
に

ソ
連
・
ロ
シ

一
九
九
六
年

（
正
編
は
一
九
―
二
年
か
ら
一
九
八
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一
、
日
中
両
国
の
学
者
は
異
な
る
目
的
の
た
め
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
多
く
の
形
式
や
収
録
量
の
異
な
る
中
国
古
典
文
学
研
究
の
文

献
目
録
を
編
纂
し
た
。
目
録
は
あ
る
も
の
は
専
門
文
献
目
録
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
総
合
文
献
目
録
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
あ
る
も
の

は
論
文
の
み
を
専
門
に
収
め
、
あ
る
も
の
は
著
書
に
つ
い
て
も
収
め
て
い
る
。
あ
る
も
の
は
全
体
を
網
羅
し
て
お
り
、
ま
た
、
あ
る

も
の
は
文
体
、
作
家
、
作
品
の
み
を
収
め
て
い
る
。
あ
る
も
の
は
通
史
を
扱
い
、
あ
る
も
の
は
特
定
の
時
代
の
み
を
扱
う
。
あ
る
も

の
は
紙
媒
体
、
あ
る
も
の
は
電
子
媒
体
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

た
専
門
文
献
目
録
で
あ
る
。

ら
れ
て
い
る
。
「
詞
学
雑
著
」
に
は
「
札
記
」
、
「
随
筆
」
、
「
翻
訳
」
、
「
序
跛
」
、
「
研
究
概
況
」
な
ど
の
文
献
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
詞
家
と
詞
作
」
は
中
国
国
内
外
の
歴
代
（
近
現
代
を
含
む
）

六
五

の
詞
家
、
詞
作
の
研
究
文
献
資
料
を
収
め
て
い
る
。
『
詞
学
論
著
総
目
』

の
後
に
は
八
種
類
の
付
録
が
付
い
て
お
り
、
併
せ
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
総
目
は
現
在
の
と
こ
ろ
詞
学
文
献
を
収
め
た
最
も
完
備
し

五
、
『
日
本
清
末
小
説
研
究
文
献
目
録
』
樽
本
照
雄
編
。
二

0
0二
年
―
一
月
刊
。

樽
本
照
雄
編
の
『
清
末
小
説
研
究
資
料
叢
書
』
の
第
一
種
で
あ
る
。
本
書
は
一
九

0
一
年
か
ら
二

0
0
一
年
の
間
に
日
本
で
発
表
さ
れ

た
一
四

0
0本
余
り
の
清
末
小
説
に
関
す
る
研
究
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
価
値
が
あ
る
。



銭
氏
ご
自
身
が
加
筆
修
正
さ
れ
た
原
稿
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

業
が
完
成
す
る
の
は
二

0
―
一
年
の
予
定
で
あ
る
。

二
、
中
国
と
日
本
の
学
者
は
前
世
紀
以
来
の
中
国
古
典
文
学
の
研
究
成
果
を
総
括
す
る
た
め
に
大
規
模
な
作
業
を
行
い
、
専
門
文
献
目
録

は
勿
論
、
関
係
す
る
総
合
文
献
目
録
も
、
み
な
程
度
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
各
国
の
中
国
古
典
文
学
研
究
者
に
便
宜
を
提
供
し
、
中
国

三
、
二

0
世
紀
以
来
の
、
中
国
古
典
文
学
の
研
究
領
域
に
於
け
る
成
果
は
豊
富
で
あ
り
、
し
か
も
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、

1
0
 0年
余
り
の
中
国
古
典
文
学
研
究
の
成
果
を
全
面
的
に
網
羅
し
た
専
門
文
献
目
録
は
ま
だ
な
い
。

こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
中
国
復
旦
大
学
古
籍
研
究
所
と
中
国
古
典
文
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
中
国
教
育
部
の
支
援
の
下
、
二

0
0
0年

よ
り
『
中
国
古
典
文
学
研
究
文
献
総
目
』
の
編
纂
作
業
を
開
始
し
た
。
『
中
国
古
典
文
学
研
究
文
献
総
目
』
は
各
国
の
中
国
古
典
文

学
（
近
代
文
学
も
含
む
）
の
各
分
野
の
研
究
文
献
を
網
羅
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
中
国
語
の
二

0
万
項
目
近
く
、
約
一

0
0
0万
字
分
が
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、
現
時
点
で
最
大
の
中
国
古
典
文
学

専
門
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
、
朝
鮮
語
の
資
料
収
集
作
業
も
基
本
的
に
完
成
し
て
お
り
、
英
文
の
資
料
収
集

作
業
が
目
下
行
わ
れ
て
い
る
。
二

0
0七
年
に
は
完
成
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。
『
中
国
古
典
文
学
研
究
文
献
総
目
』
の
全
て
の
作

本
論
で
直
接
参
考
に
し
た
文
献
は
、
本
文
中
で
紹
介
し
た
目
録
や
著
作
で
あ
る
の
で
、
文
末
に
逐
一
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

本
論
は
二

0
0六
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
大
学
中
国
文
学
会
の
講
演
会
に
お
け
る
銭
振
民
教
授
の
講
演
内
容
に
基
き
、

古
典
文
学
の
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

六
六


